
第
だい

３部
ぶ

ものがたり

デイヴィッド・リヴィングストン物語

お帰
かえ

りなさい、

リヴィングストン博
はく

士
し

！　

イギリス一
いち

の 有
ゆう

名
めい

人
じん

と なった 

お気
き

持
も

ちは、いかがでしょうか？

　1856年
ねん

、16年
ねん

間
かん

 アフリカの ジャングルで

暮
く

らした デイヴィッド･リヴィングストンは、

イギリスに 短
たん

期
き

間
かん

 もどって来
き

ました。

そして 彼
かれ

の おどろいたことに、彼
かれ

は 

国
こっ

家
か

の 英
えい

雄
ゆう

として もてなされたのです。

神
かみ

の 探
たん

検
けん

家
か

アフリカへの 
使
し

徒
と

！

そんな、やめてくださいよ！　武
ぶ

具
ぐ

を 

脱
ぬ

ぐ 者
もの

は 誇
ほこ

ると 言
い

いますが、わたしは 

まだ、武
ぶ

具
ぐ

を 付
つ

けたばかりですから！　1

1　ここで デイヴィッド・リヴィングストンが 

引
いん

用
よう

しているのは、聖
せい

書
しょ

の 列
れつ

王
おう

記
き

上
じょう

の 20:11に 

書
か

かれている イスラエル王
おう

の 言
い

った 言
こと

葉
ば

で、

「武
ぶ

具
ぐ

を 帯
お

びる 者
もの

は、それを 脱
ぬ

ぐ 者
もの

のように 

誇
ほこ

っては ならない。」というものです。つまり、

彼
かれ

は まだ、イエスのために アフリカを 勝
か

ち取
と

る 

戦
たたか

いを 始
はじ

めたばかりだと 言
い

っているのです。

わたしは、単
たん

なる 神
かみ

の 

しもべに 過
す

ぎません。

神
かみ

の み手
て

の 導
みちび

きに 

　従
したが

っているだけなのです。

　リヴィングストンは、イギリス中
じゅう

から 数
かず

々
かず

の 勲
くん

章や メダルを 

授
じゅ

与
よ

されました。

リヴィングストン博
はく

士
し

、アフリカに おける 宣
せん

教師
し

としての 

あなたの 大
おお

いなる 働
はたら

きに 敬
けい

意
い

を 表
ひょう

し、また あなたが 

はらった 大
おお

きな 犠
ぎ

牲
せい

を たたえて、これを 授
じゅ

与
よ

します！

犠
ぎ

牲
せい

ですって？　ハハ！

しょう

きょう



　イギリス滞
たい

在
ざい

中に リヴィングストンが した 演
えん

説
ぜつ

や

書
か

いた ものは、ほかの 大
おお

勢
ぜい

の 宣
せん

教師
し

たちを、宣
せん

教の

畑
はたけ

へ 行
い

くようにと かり立
た

てました。

紳
しん

士
し

淑女
じょ

の みな様
さま

方
がた

、わたしは 今
いま

までに 犠
ぎ

牲
せい

を 

はらったことは ありません！　わたしが どんなに 

多
おお

くの ものを 手
て

放
ばな

しても、神
かみ

は いつも はるかに 

多
おお

くの ものを 返
かえ

してくださるからです。

わたしたちには、神
かみ

に 対
たい

して 決
けっ

して 

返
かえ

すことの できない 大
おお

きな 借
か

りが あるのに、

その ほんの 一
いち

部
ぶ

を 返
かえ

したからと いって、

それを 犠
ぎ

牲
せい

と 呼
よ

べるでしょうか？

犠
ぎ

牲
せい

ですって？　そのような ものは、ありません！

　それは むしろ、特
とっ

権
けん

なのです！

思
おも

いわずらいや 病
びょう

気
き

、難
なん

儀
ぎ

や 危
き

険
けん

は、わたしたちの 

気
き

持
も

ちを 動
どう

揺
よう

させ、しずませることも ありますが、

それは つかの間
ま

の ことだけに しましょう！　

　こういった ことは すべて、やがて わたしたちの 内
うち

に、

また わたしたちのために 現
あらわ

されようとしている 栄
えい

光
こう

に 

比
くら

べるなら、全
まった

く 無
な

きに 等
ひと

しいからです！　2

（　2　ローマ人
びと

への手
て

紙
がみ

 8:18）

犠
ぎ

牲
せい

ですか？　わたしたちのために 命
いのち

を 

捨
す

てるため、天
てん

にある ご自
じ

分
ぶん

の 父
ちち

の み座
ざ

を 

去
さ

られた 時
とき

に イエスが はらってくださった 

大
おお

きな 犠
ぎ

牲
せい

を 思
おも

い出
だ

すなら、そのような 言
こと

葉
ば

は 

口
くち

に 出
だ

すべきでは ありません！

紳
しん

士
し

淑女
じょ

の みなさん、わたしは、今
いま

までに 

犠
ぎ

牲
せい

を はらったことなど、ないのです！

しゅく

ちゅう

しゅく

きょう きょう



　1858年
ねん

に、リヴィングストンは 再
ふたた

び アフリカへ 

もどりました。次
つぎ

の 11年
ねん

間
かん

、彼
かれ

は 探
たん

検
けん

しながら 

福
ふ く

音
いん

を 宣
の

べ伝
つた

え続
つづ

けました。1871年
ねん

までの ４年
ねん

間
かん

は、

イギリスで 彼
かれ

から 便
たよ

りを 受
う

け取
と

った 人
ひと

は だれも 

いませんでした。

　彼
かれ

に 何
なに

が 

起
お

こったのかを 

調
しら

べるため、

ウェールズの 

ヘンリー・モートン・

スタンリーという 

記
き

者
しゃ

が、アメリカの 

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

によって 

送
おく

られました。

彼
かれ

は おそらく、マラリアで 死
し

んだのだろう。

それとも、野
や

蛮
ばん

人
じん

に 殺
ころ

されたのかもな。 スタンリー

スタンリーは、アフリカの 東
ひがし

海
かい

岸
がん

の 

ザンジバルから 捜
そう

索
さく

を 始
はじ

めました。

ザンジバル

アフリカ

ウジジ

ケープタウン

コン

　ありがとうございます。ですが、

わたしは リヴィングストン博
はく

士
し

とは 

ちがって、クリスチャンでは 

ありません。

主
しゅ

が あなたと 共
とも

に 

行
い

かれるように、スタンリー！
　何

なん

ヶ
か

月
げつ

も たったころ、スタンリーは 

アフリカ原
げん

住民
みん

から、年
ねん

配
ぱい

の 病
びょう

気
き

の 

ヨーロッパ人
じん

が ウジジに いるという 

うわさを 耳
みみ

に しました。

スタンリーは、ついに リヴィングストンを 見
み

つけたのです。

　スタンリーは、原
げん

住民
みん

の 中
なか

に 年
ねん

配
ぱい

の 白
はく

人
じん

の 

顔
かお

を 見
み

つけました。その 人
ひと

は、金
きん

色
いろ

の バンドが 

巻
ま

いてある ぼうしを かぶり、赤
あか

い 毛
もう

布
ふ

用
よう

の 布
ぬの

で 

できた 短
みじか

い 上
うわ

着
ぎ

を 着
き

ていました。

スタンリーは、リヴィングストンに 

あいさつしました。

リヴィングストン博
はく

士
し

で 

いらっしゃいますね？

はい。

　それは、歴
れき

史
し

上でも 有
ゆう

名
めい

な、

アフリカ大
たい

陸
りく

での 出
で

会
あ

いでした。

じゅう

じゅう

じょう



わたし
は、

「す
べて

を 捨
す てて、

わたし
に 従

したが
って

きなさい」と
 

書
か かれて

いる 聖
せい

書
しょ

の 言
こと

葉
ば を こと

ごと
く 

実
じっ

行
こう

して
いる この 孤

こ 独
どく

な 老
ろう

人
じん

に、自
じ 分

ぶん
が 驚嘆

たん
して

いるこ
とに

 気
き が ついた

。彼
かれ

の 愛
あい

、やさし
さ、

熱
ねつ

意
い
、良
よ い 

ユーモア
、そし

て 仕
し 事

ごと
に 取

と りか
かる 時

とき
の 真

しん
剣

けん
さには、

ただただ 驚くば
かりで

あっ
た。彼

かれ
の 愛

あい
と あわれみは、

すぐ
に 周

まわ
りの

 人
ひと

にも 広
ひろ

がって
しま

うこ
とを

、わたし
は 

認
みと

めざる
を 得

え ない。

わたしの 最
もっと

も 忠実
じつ

な しもべ、

スシと チュマです。

　スタンリーは、4ヶ
か

月
げつ

 滞
たい

在
ざい

しました。

一
いっ

体
たい

 彼
かれ

は、どうやって こんな 所
ところ

で 生
い

きて

いけるのだろう？　気
き

は 確
たし

かなんだろうか？ 

　そして、ある夜
よる

のこと・・・

先
せん

生
せい

、アフリカに 来
き

た 時
とき

、

わたしは 無
む

神
しん

論
ろん

者
しゃ

でした。

ですが、先
せん

生
せい

の 生
い

き方
かた

を 見
み

て、

わたしは 変
か

わりました。

スタンリーが イギリスに 帰
かえ

る 時
とき

が 来
き

ました。

ご自
じ

身
しん

の 健
けん

康
こう

のためです、先
せん

生
せい

。お願
ねが

いですから、

わたしと いっしょに、イギリスへ もどってください！

わたしは、

どこへでも 行
い

くよ。

前
ぜん

進
しん

するためならね！

　スタンリーは、アフリカを さらに 探
たん

検
けん

するために、

数
すう

年
ねん

後
ご

には もどって来
き

ています。

ちゅう

きょ
う

おどろ



　　3月
がつ

19日
にち

。わたしの 誕
たん

生日
び

だ！　わたしの 王
おう

で あり、

　　わたしの 命で あり、わたしの すべてで あるイエスよ！

　わたしは 再び、わたし自
じ

身
しん

の すべてを あなたに 

　ささげます！　恵
めぐ

み深
ぶか

き 父
ちち

よ、この １年
ねん

が 過
す

ぎ去
さ

る 

　前
まえ

に、あなたのための 仕
し

事
ごと

を 終
お

えられますように！　

　イエスの み名
な

で 祈
いの

ります。アァメン！

　スタンリーが 去
さ

った 数
すう

日
じつ

後
ご

に、

リヴィングストンは 日
にっ

記
き

に こう 記
しる

しました。

　リヴィングストンは、その わずか１年
ねん

後
ご

に、

イエスの 元
もと

へ 行
い

ったのでした。

　最
さい

後
ご

の １年
ねん

間
かん

に、リヴィングストンは 今
いま

一
いち

度
ど

、最
さい

後
ご

の 

旅
たび

に 出
で

ました。病
びょう

気
き

で 絶
た

えず 痛
いた

みに 悩
なや

まされながら、

しばしば すわることさえ できない 状態
たい

でも、彼
かれ

は 

前
ぜん

進
しん

したのでした。

神
かみ

よ、あなたを ほめたたえます！

　そして、ついに チタンポに 着
つ

いて まもなくの 1873年
ねん

、

5月
がつ

1
つい

日
たち

のこと・・・

シーッ！　スシ！　

先
せん

生
せい

は 祈
いの

っておられる！

いや、チュマ。

先
せん

生
せい

は 亡
な

くなられたのだ。

　神
かみ

は、リヴィングストンが ひざまずいて 祈
いの

っている 時
とき

に 

取
と

り去
さ

られたのでした。

　二
ふたり

人の 忠実
じつ

な しもべたちは、

原
げん

住民
みん

の 死
し

についての 

迷
めい

信
しん

の せいで、自
じ

分
ぶん

たちの 

命を 危
き

険
けん

に さらしながらも、

リヴィングストンの 体
からだ

に 

防
ぼう

腐
ふ

処
しょ

理
り

を し、彼
かれ

の 日
にっ

記
き

や 

医
い

療品
ひん

と いっしょに、海
うみ

まで

2,500キロもの 道
みち

のりを 

運
はこ

びました。そして、彼
かれ

の 

なきがらは 船
ふね

で イギリスに 

送
おく

り返
かえ

されたのでした。

じょう

いのち

ふたた

じょう

ちゅう

じゅう

いのち

りょう



　そういうわけで、19世
せい

紀
き

で 最
もっと

も 偉
い

大
だい

だった 人
じん

物
ぶつ

の 一
ひとり

人、デイヴィッド･リヴィングストンは、ロンドンの 

有
ゆう

名
めい

な 教会
かい

 ウェストミンスター寺
じ

院
いん

に ほうむられました。彼
かれ

の お葬
そう

式
しき

は、ロンドンで 執
と

り行
おこな

われた 中
なか

でも 

最
もっと

も 盛
せい

大
だい

な お葬
そう

式
しき

の 一
ひと

つと なりました。

　リヴィングストンの 墓
はか

石
いし

には、こう 刻
きざ

まれています－－

　｢彼
かれ

は 30年
ねん

間
かん

、不
ふ

屈
くつ

の 努
ど

力
りょく

によって、アフリカ原
げん

住民
みん

に 

福
ふく

音
いん

を 説
と

き、中央
おう

アフリカの 秘
ひ

境
きょう

地
ち

を 探
たん

検
けん

調査
さ

した。｣

　宣
せん

教師
し

に なるという ことには、特
とく

別
べつ

な 何
なに

かが ある！　最
さい

初
しょ

の 

宣
せん

教師
し

が 畑
はたけ

に 足
あし

を ふみ入
い

れるのを 見
み

た 時
とき

、明
あ

けの 星
ほし

々
ぼし

は 

いっせいに 歌
うた

い、神
かみ

の 息
むす

子
こ

たちは 喜
よろこ

びの 声
こえ

を あげた。その方
かた

の 

前
まえ

では、天
てん

使
し

たちが ベールで 顔
かお

を おおう。偉
い

大
だい

で おそれ多
おお

き 神
かみ

には、

一
ひとり

人の み子
こ

しか おられなかった。そして その み子
こ

は、地
ち

上
じょう

に 宣
せん

教師
し

の 

医
い

師
し

として つかわされた。彼
かれ

は、人
にん

間
げん

の 中
なか

に かつて 姿
すがた

を 現
あらわ

された 

偉
い

大
だい

な 教
きょう

師
し

、また ただ 一
ひとり

人の 模
も

範
はん

宣
せん

教師
し

だったが、今
いま

 この方
かた

は 

すべての ものの 頭
かしら

で あり、王
おう

の 中
なか

の 王
おう

で あり、主
しゅ

の 中
なか

の 主
しゅ

で 

あられる。たとえ 弱
よわ

くとも、そのような 方
かた

に ならって その 従者
しゃ

と 

なるのは、特
とく

別
べつ

な ことである。宣
せん

教師
し

が この方
かた

から 与
あた

えられている 

任
にん

務
む

に 匹
ひっ

敵
てき

する ものが あるだろうか？　私
わたし

が 考
かんが

える限
かぎ

り、神
かみ

が 

私
わたし

に そのような 職
しょく

務
む

を 任
にん

命
めい

されたことを 思
おも

うと、私
わたし

の 喜
よろこ

びは 

決
けっ

して つきることが ない。3

3「宣
せん

教
きょう

師
し

の 犠
ぎ

牲
せい

」について 書
か

かれた 新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

からの 抜
ばっ

粋
すい

きょう

じゅう

ちゅう

　けれども、何
なに

より 大
たい

切
せつ

な ことは、彼
かれ

が 何
なん

千
ぜん

人
にん

もの 人
ひと

々
びと

に イエスについて 教
おし

えたこと、また、宣
せん

教師
し

として 

人
じん

生
せい

を ささげるようにと、大
おお

勢
ぜい

の 若
わか

者
もの

たちの 心
こころ

を 奮
ふる

い立
た

たせたことです。

きょう

ちょう

きょう

きょう

きょう

きょう

じゅう

きょう
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　    リヴィングストンが 来
く

る 前
まえ

は、クルマンより 

      北
きた

の 中
ちゅう

央
おう

アフリカは 未
み

開
かい

の 地
ち

でした。

       リヴィングストンが アフリカで 費
つい

やした 

30年
ねん

の 間
あいだ

、彼
かれ

は 46,671キロを 旅
たび

しました。

また、1,609,344キロの 道
みち

のりを 

アフリカ大
たい

陸
りく

の 地
ち

図
ず

に 記
しる

しました。  

  彼
かれ

は ６つの 湖と 多
おお

くの 

  大
おお

きな 川
かわ

を 発
はっ

見
けん

しました。

 それには、世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の 滝
たき

の 一
ひと

つ、

 ヴィクトリアの滝
たき

も 含
ふく

まれます。また 

彼
かれ

は、アフリカ大
たい

陸
りく

の 片
かた

方
ほう

の 海
かい

岸
がん

から

 反
はん

対
たい

側
がわ

の 海
かい

岸
がん

まで アフリカ横
おう

断
だん

を 

した 最
さい

初
しょ

の ヨーロッパ人
じん

です。

みずうみ


